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① 除染・移動抑制技術の開発（２テーマ）

除染・廃棄物部門で行う課題

② 除染効果の評価及び環境への影響評価（２テーマ）

③ 減容化技術の開発・高度化（３テーマ）

④ 廃棄物等の管理手法・適正処理処分技術の開発（６テーマ）

環境創造センター



①除染・移動抑制技術の開発

例）河川・湖沼等の放射性物質の除去技術に関する研究【福島県】

豊かな福島県の環境を保全するための

効果的な放射性物質対策の提案

関連ポスター番号「P26, P44」

・放射性セシウムの分布は、不均質であることが分かった。

・空間線量率（地表1m）は、洪水後も増加していないことを確認した。

除染前（2014年9月） 除染後（2014年11月） 洪水後（2015年9月）

上小国川での実証試験と経過観察
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安全な生活環境を確保するための

除染活動の支援、県内外への現状の発信

②除染効果の評価及び環境への影響評価

例）環境回復技術支援のための除染シミュレーションに基づいた除染技術支援
-「除染活動支援システム（RESET）」の適用評価-【JAEA】

帰還困難区域における除染シミュレーション

・期間困難区域の住宅等の除染による効果をRESETによりシミュレーションした。

関連ポスター「P27, 口頭発表①」



③減容化技術の開発・高度化

例）放射性物質を含む廃棄物等の減容化技術開発・高度化【NIES】

環境への負荷、住民の不安を低減するための

除去土壌や汚染廃棄物の減容化、再生利用技術を開発

関連ポスター「P28, P29, P41, P47」

・セメントとなる化学組成比、熱処理条件検

討により、汚染土壌をクリアランスレベル

のセメントにすることが可能

・汚染土壌を1/20以下まで減らすことが可能



④廃棄物等の管理手法・適正処理処分技術の開発

例）仮置場等の安全性評価及び住民合意形成手法に関する研究【福島県】
除去土壌や除染廃棄物の処理等の技術的課題に対する研究【福島県】

持続可能な循環型社会を実現するための

環境への影響評価、適正な処理技術を開発

・仮置場からの放射線影響は小さいと考えられる。

・４年経過した容器でも十分な強度を保持している。

仮置場の構造例

仮置場からの放射線影響

保管容器の強度試験

関連ポスター「口頭発表②, P30, P42, P43, P45, P46, P48」



県民の安全に資するという目的のもと、

実事業への反映を意識しながら、

三機関の相乗効果を一層発揮しつつ、着実に研究を推進


